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第 2 節 インタビュー調査結果                 

  

第 1 節では、認定こども園における園外研修、園内研修の実情や課題、行政への要望を明らかにした。

第 2節では、保育者の資質向上のために研修等を工夫して行っている園の事例を紹介したい。今回のイ

ンタビュー調査では、認定こども園 4園を選定し、園長等に、園外研修への参加状況や園内研修の実施

状況、工夫や課題をたずねた。第 1節での全体的な傾向と、第 2節での個別具体的な状況をあわせて、

研修の実態をより多面的に把握することを試みた。 

 

 まず園選定のねらいを示したい。 

A 園（私立・幼保連携型）は首都圏のベッドタウンにある。研修を支える園の体制が整っており、幼保

の保育者同士が学び合う職場の雰囲気がある点に注目し、選定した。 

B 園（私立・幼保連携型）は都市圏のベッドタウンにある。「研修ハンドブック」を利用した園外研修

への参加についてたずねるために選定した。 

C 園（公立・幼保連携型）は、首都圏の中心にある。公立の幼稚園と保育所の研修制度の違いを明らか

にするために選定した。 

D 園（私立・幼保連携型）は、東北地方にある C県の D市にある。県の教育委員会の指導のもと、私立

の認定こども園が保育者の資質の向上を図っている園の事例として選定した。 

以下の表は、各園のインタビュー概要が一覧できるようにまとめたものである。 

 

＜インタビューまとめ＞ 

 A 園 B 園 C 園 D 園 

公私 私立 私立 公立 私立 

類型 幼保連携型 幼保連携型 幼保連携型 幼保連携型 

法人 学校法人・社会福祉

法人 

学校法人  社会福祉法人 

地域の特

徴 

首都圏のベッドタウン 都市圏のベッドタウン 大都市圏の中心に位

置 

東北地方にあり、農業

が産業の中心 

園児数・

教職員数 

・園児数 195名 

・教職員数 30 名 

・園児数 214名 

・教職員数 45 名 

・園児数 162名 

・教職員数 45 名 

・園児数 138名 

・教職員数 38 名 

幼保一体

の歴史、

認定こど

も園認定

の経緯 

昭和 50年代には幼保

一体の取り組みを始

め、平成 12 年に、園

舎を新・改築し、幼保

一体を完成。平成 19

年、認定こども園に移

昭和 50 年代より、幼

保一体を試行。平成

21 年、認定こども園に

移行 

区の幼保一元化プロ

ジェクトの一環で、公

立園同士が、平成 19

年に認定こども園とし

てスタート 

幼保一体化の整備を

求めてきたことと、幼

稚園園舎の改築と保

育所の保育室拡大の

必要性などを契機に、

平成 19 年に認定こど
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行 も園としてスタート 

園外研修

への参加

状況 

保育者が最低１年に１

回は参加できるように

配慮 

参加回数が幼保の保

育者で偏らないように

配慮 

幼稚園教員の研修は

充実しているが、保育

士は（役職及び経験

年数での研修以外は）

多くの参加は難しいた

め、それぞれの研修

に代表者が参加して

いる 

1人1回以上は参加で

きるようにしている 

 

園内研修

の内容、

特徴 

・４月に、全職員を対

象に、A園のスタッフと

しての心構えを周知徹

底するための研修を

実施 

・PET（※）、自己評価

の研修や保育カンファ

レンスを行う 

・園内研修の基礎とし

て、1日合計 45分のミ

ーティングを重視 

・幼稚園・保育所の保

育者が一緒に参加 

・外部講師を招く講習

会、ケースカンファレン

ス、園長によるレクチ

ャーの大きく３種類 

・毎日の終礼時に行う

ケースワークを重視 

・全保育者が参加 

・乳児・幼児別に事例

検討を行い、学年別

の研究保育の日は講

師を招いて、合同で実

施 

 

・全職員が、観点①

（子どもの主体的な生

活をめざす保育計

画）、観点②（自己評

価の様式検討、業務

マニュアルの作成）、

観点③（親の育児力

向上）の研究班に分

かれ、研究を推進 

・一緒に取り組む共同

作業が幼保の保育者

の連携を深めた 

行政への

要望 

・国には、時間的・財

政的な保障をしてほし

い 

・県には、認定こども

園の設置者・保育者

のニーズに合わせた

研修を実施してほしい 

 ・幼稚園と保育所の保

育者が同じように研修

を受けられる体制を作

ってほしい 

 

※PET とは、Parent Effectiveness Training の略。詳しくはP69 参照。  
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事例１「幼保の保育者間の連携があってこそ、生きる研修」 

（A園・私立幼保連携型） 

 

１．調査対象園のある地域の特徴や環境 

 

認定こども園Aがある町は、東京から30ｋｍ圏

内にある。町内における産業別就業者数の推移を

みると、年々第3次産業の比率が高まっており

（2005（平成17）年10月1日現在では約65％）、主

に、首都圏で働くサラリーマン家庭のベッドタウ

ンとして発展しつつあるといえる。 

総人口は約3万人であり、うち６歳以下の人口は

約2,800人である（2009（平成21）年3月31日現在）。

年齢階層別での人口推移をみると、15歳未満の人

口はここ10年あまりほぼ横ばいで推移しているの

に対し、65歳以上の人口は緩やかに増加している。 

町内にある保育所は、町立１園と私立４園の計

５園であり、園児総数は約400名である（2009（平

成21）年3月1日現在）。また、幼稚園は３園であ

り、園児総数は約380名となっている（2008（平

成20）年5月1日現在）。 

 

２．調査対象園の基本情報 

 

認定こども園 A は、学校法人の幼稚園と、社会

福祉法人の保育所からなる幼保連携型の認定こど

も園である。 

本園は、昭和 40 年代後半に無認可の保育所とし

て開園、その後、学校法人の幼稚園を設立して、

昭和 50 年代にはすでに幼保一体化に向けての取

り組みを始めている。そして 2000（平成 12）年

に、社会福祉法人を設立し、認可を受けており、

翌年、保育所が設立認可を受けた。同時期に、幼

稚園・保育所の園舎を新・改築し、幼保一体化を

完成する。2007（平成 19）年には認定こども園と

しての認定を受け、翌年に認定こども園 A が正式

に発足した。 

 園児の定員数は、幼稚園で 105 名、保育所では

60 名となっている。教職員数は、認定こども園全

体で 30 名である。認定こども園の園長は、幼稚園

の理事長が兼任している。 

本園の主な特色は、異年齢保育を中心としてい

る点である。これは、認定こども園に移行する前

から実施されている。特に 3～5 歳児は、登園して

から昼食までの約 4 時間を一緒に過ごしている。

午前中の活動は、「コーナー活動」と呼ばれており、

絵・ごっこ・造形・表現・園庭・自然（飼育・栽

培・クッキング）のコーナーに分かれている。各

コーナーには担当の保育者が配置され、子どもは

幼・保の所属にかかわらず、自由に活動を選択で

きるようになっている。  

 

３．調査概要 

 

（１）調査対象者、調査方法 

 

調査対象者は、認定こども園園長兼幼稚園の理

事長並びに保育所の所長、保育者 1 名、計 3 名で

あり、半構造化面接を実施した。調査時期は 2009

（平成 21）年 11 月 11 日である。 

 

（２）調査項目 

 

園長・所長には、園内・園外研修の概要と、研

修実施のポイントや重視している点等をたずねた。

保育者には、参加している研修や研修の効果等を

たずねた。 
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４－１．園長へのインタビューから 

 

（１） 園外研修について 

（P74,参考資料を参照） 

 

● 研修参加者の決定は柔軟に 

 毎年定期的に行われる研修は、年度の計画を立

てる際、大体何名くらいが参加するかをあらかじ

め決めておく。その他の研修は、案内が来てから、

園の行事と重ならないよう配慮して、参加するか

どうかと誮が参加するかを決める。 

 参加者を決める際には、同じクラスを担当する

保育者が同時に２名いなくなるなど、保育に支障

を来さないようにバランスを考えている。研修内

容を考慮し、園長が適任と思われる保育者に声を

かけることもあれば、主任たちで誮を参加させる

かを決めたりすることもある。 

 

● どの保育者も 1年に 1回は参加できるように 

毎年参加しているのは、私立幼稚園連合会の地

区研修会である。年に５回開催されている。この

うち２回は全体研修で、３回が分科会や研究会で

ある。数年前までは、幼稚園教員だけが参加して

いたが、認定こども園になってからは、保育所で

３歳以上の園児を担当しているスタッフも一緒に

参加している。 

もう一つは、県の保育士会主催の研修であり、

夏と秋に開催される。こちらも幼・保それぞれか

ら最低２名の保育者が参加するようにしている。 

また、地区の保育協議会と保育士会が行う研修

会もある。午後から開催されることが多いので、

出席しやすいというメリットがある。さらに、関

東ブロックや全国の保育協議会主催のセミナーや

研究会にも参加している。 

企業主催（出版社など）の研修会には、乳児保

育担当者が毎年参加している。日曜日を丸一日使

っての自主研修であり、３～４名を出席させてい

る。その他、大学の教員に来園してもらって指導

を受けたり、大学で実施される公開講座に参加し

たりしている。 

 どの保育者も最低１年に１回は必ず、何らかの

研修に参加できるよう配慮している。 

 

● 参加している研修・しない研修 

 まず、幼稚園教員向けの研修で毎年参加してい

るのは、各園のリーダー向けに開催されているリ

ーダーコース研修会（県の私立幼稚園連合会・地

区研修会）である。本園では、異年齢保育が中心

だが、年齢別の保育を学ぶ研修会にも参加してい

る。また病気に関することや、ハンディキャップ

への対応などの研修には参加するようにしている。 

実技系の研修は選んで参加させている。例えば、

運動会などの行事に向けての講習会には参加させ

ていない。ただし、絵本の読み聞かせなど、日々

の保育の中で活かせるものであれば、可能な限り

参加させている。 

 

● 大切なのは“ハウツー”でなく、“保育者としてのセ

ンス”を磨くための研修 

 研修を選ぶ際に重視しているのは、子どもの発

達の見取り方や保護者への対応スキルの獲得など、

保育者としての“センス”を磨くための研修であ

るかどうかということである。例えば、カウンセ

ラー的な資質を身につけることも重要である。臨

床心理士のような専門的な知識まではいかなくて

も、発達のグレーゾーンにある子どもへの対応や、

保護者への接し方など、メンタルな部分での技術

をマスターしてもらいたい。例えば、ＰEＴ

（Parent Effectiveness Training）というアメ

リカのトマス・ゴードン博士が開発したカウンセ

リングがあって、外部のインストラクターに来て

いただいて、本園の先生たちも最低でも一度は研

修を受けている。能動的な聞き方やメッセージの

出し方、解決の仕方などを学び、上手に聞ける保

育者を目指している。こうした技術を身につける

ことで、子どもや保護者とのコミュニケーション
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が密になり、信頼関係が深まっていく。 

 

● ロールプレイなど、参加型の研修が必要 

 PET も含め、実際に教員と子ども、親同士にな

ってロールプレイを体験するなど、参加型の研修

は効果的だと考えている。また「ぜひこうしまし

ょう」という上からの目線ではなく、まず、保育

者が抱える疑問や丌安、迷いをほぐすこと、それ

からヒントを提供することが研修に求められるこ

とではないかと考えている。 

 

● 研修で学んだことは園全体で共有 

 保育者が研修に参加するには、他の保育者の協

力が丌可欠である。そのため、研修会で学んだこ

とはできるだけ園全体で共有してほしいと考えて

いる。具体的には、研修会に参加した翌朝のミー

ティングで、参加者にとって一番印象に残ったこ

とを口頭で報告してもらう。そして、研修会の詳

細は、後で文章にまとめてもらい、研修の配布資

料などとともにファイリングし、記録簿として保

管している。これは、みんなが必ず目を通すよう

にと、申し合わせをしている。 

 

（２） 園内研修について 

 

● 研修計画は園長のマスタープランを基本に、み

んなで作り上げていく 

 基本的には、園長と保育所の主任、幼稚園の副

園長がマスタープランをつくる。さらにそれを、

コーナーごとや、年齢別、あるいは３期に分ける

などして、各ブロックで話し合って、細かな計画

を練り上げていく。前年度のカリキュラムなどを

もとにしながら再確認し合う。最終的にはマスタ

ープランに掲げられた大きなねらいに必ず結び付

けるように配慮している。 

例えば、学期制で計画を立てる場合に、内容に

関しては、今一番みんなが求めていることを取り

入れる。去年は自己評価について取り組んだので、

今年はできれば３学期に保育要録の見直しを行お

うと考えている。 

 

● 年度初めの研修は、全スタッフが参加 

 ４月には、本園のスタッフとしての心構えを周

知徹底するための研修を行っている。「子どもと保

護者から信頼され、愛される保育者になろう」が

スローガンである。言葉遣い、服装、髪型、電話

のかけ方など細かいことまで含んでいる。本園で

は、みんなで子どもを見ることを大前提としてい

るので、保育者だけでなく、調理師や栄養士、事

務職員に至るまで全員が研修に参加している。 

 また、担当する「コーナー活動」の希望を学期

ごとに聞いたり、３月にはその年度の振り返りや

次年度に向けて、担当したいクラスの希望を聞い

たりして、それを保育者全員で共有している。チ

ームで協力しながら、全員で子どもを見ていく体

制作りのためには、相互の理解や信頼関係が大切

であると考えているからである。 

 

● 保育者としてのスキルを磨く研修 

年に１、２回必ず行うのが、PET の研修会であ

る。外部講師を呼び、子どもや保護者への言葉か

けの訓練を行っている。ロールプレイングを用い

て、実際に体験しながら、子どもにかけてはいけ

ない言葉などを具体的に知ってもらう。ポイント

は一覧にし、部屋の隠れたところに貼っておき、

いつでも振り返ることができるようにしている。 

 そして、自己評価についての研修会も定期的に

行っている。保育指針の中でも自己評価を行うこ

とが明記されるようになったので、昨年度（2008

（平成 20）年度）は８月末と 12 月末に実施し

た。具体的には、各保育者に自分の保育の振り返

りとして、Ａ４版の用紙 1 枚に良かったこと、悪

かったことを書いて提出してもらう。それらを集

めた後、記述の内容によって同じようなグループ

に KJ 法（※複数の情報や表現をグループ化し、

新たなアイディアを発見する技法）を使って分類
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していく。それらをまとめ、最終的に園として願

うことを保育者みんなで確かめ合った。自己評価

を、園全体で共有するようにしている。 

 また、外部の先生に日々の保育をビデオ撮影し

てもらい、それをもとに保育カンファレンスなど

も行った。保育に携わっていると、他の保育者と

子どものかかわりまでしっかり見ることは難しい。

また、自分自身の保育を振り返ることができる点

でも、ビデオを使った研修はとても効果的であっ

た。 

 

● 時間を確保するための工夫が大事 

 年度初めに全スタッフを対象として行う研修以

外は、基本的に日々の保育にかかわる保育者全員

が参加している。そこでは、時間をいかに確保す

るかが誯題である。例えば、土曜日だと休日のス

タッフもいるが、その場合は午後の時間帯に２時

間だけ行ったりする。平日であれば、軽い夕飯を

用意してそれを食べてから、保育が全員終わった

７時から９時まで行う。あるいは、学期初めの４

月・９月だと、幼稚園児が最初の何日か早い時間

で帰るので、保育所の昼寝の時間帯に合わせて、

全員が集まれる時間を 30 分～１時間ほど確保で

きる。その時間帯だと２名のパートの先生も参加

できる。 

保育所の方で昼間しか実施できないときは、昼

寝のときに赤ちゃんの部屋にみんなが集まる。片

方で赤ちゃんが寝ているのを見ながら、スタッフ

が車座になって報告し合い、記録し合い、話し合

う。寝ない子は、保育者の間に置きながら行う。

夕方の４時半以降であれば、その時間に間に合う

よう、各々用事を片付けるようにしている。研修

の内容によって、若い保育者が参加して聞いたほ

うがいいと思われる場合には、ベテランの保育者

が交代する方法をとっている。そういう時間のと

り方の工夫がとても大事である。 

 

 

（３） 研修の充実に向けた行政への要望について 

 

● 国には、研修にかかる時間的・財政的な保障を 

 国に対しては、積極的に保育現場に来ていただ

いて、現場をよく理解してもらったうえで、指導

していただけたらいいと考えている。 

また、保育者の研修費をぜひ予算に組み込んで

ほしい。公立の場合、自治体に事業計画書を出し

て、検討してもらい、計画書が承認されれば、旅

費いくら、何いくらと決まるだろう。研修に参加

したら報告書を提出して、ＯＫをもらって初めて、

その園なり個人なりにお金が振り込まれるという

システムをとっている。民間の場合、それはない

ので、保育者を研修に行かせる場合、直接園長が

資金を出すか自己負担で行ってもらうかになる。

公私立に関係なく、研修についての手当を国で保

障してほしいと思う。 

さらに、公的に研修義務日を設定してほしい。

研修を可能にするだけの時間的・財政的な保障は

とるべきだ。 

  

● 県には、認定こども園の設置者・保育者それぞ

れのニーズに合わせた研修の実施を 

研修の内容は、国から下りてきた方針を、都道

府県も最低のものとして当然用意すべきだと思う

が、現場の意見を聞いたうえで講師の選定をして

ほしい。ただし、いわゆるハウツーものではなく

て、保育者としての倫理観、哲学的な教育観など

をしっかりと指導できるような講師を選んでほし

い。 

県は、実技と論理的なものとをうまく組み合わ

せた研修を開催してくれているので、そういう形

はいいと思う。 

認定こども園の園長や設置者は、保育現場の人

間とは限らないので、どうしたら経営が維持でき

るか、保護者に評判のいい保育や運営をするには

どうしたらいいかということにも関心があると思

われる。そうした要望にこたえるために、時間を
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取って研修を保障する必要があると考える。一方

で、現場の保育者に対しては、保育に生かしてい

ける保育内容の研修会を実施すべきだろうと思っ

ている。内容にもよるが、県も国もそういうスタ

ンスでやってほしい。 

また、現場の声を取り入れるために、アンケー

トをとってほしい。 

設置者にとっては、行政的な財政保障の問題が

重要であり、現場の園長や副園長、主任クラスの

保育者にとっては、効果的な保育の取り組みが重

要な誯題となる。この点について、安易に考えつ

いたものではなく、子どもの発達保障や、グレー

ゾーンにいる子どもたちへの対応かなど、本当に

保育者が求めていることを事前に把握したうえで、

要望の多いものから順番に実施していってほしい。 

 

 

４－２．保育者へのインタビューから 

 

（１） 園外研修について 

 

● 誰が参加すべきか、保育者間で話し合う 

園長から研修に関する情報をみんなに提供して

もらい、自ら進んでこれに行きたいと申し出るこ

ともある。ただし、土日でないとどうしても人数

に限りがあるので、そういうときには、今その研

修を一番必要としている先生に行ってもらうため

に話し合う。その他、自分で行きたいものは個別

に行っている。 

 

● 自分の関心に合った研修を選ぶ 

私立幼稚園連合会の地区研修会では、リーダー

コースに参加している。研修会では、地域の先生

方と一緒に保護者や子どもとのかかわりについて、

事例を中心に学んでいる。また、大学で主催して

いる自己評価についての研修会にも参加した。 

 

 

● 保育の“今”を知るとともに、保育者としての資質

向上を目指す 

こうした研修に参加してみて、どれも役に立っ

たと思う。その年や時代によってテーマが尐しず

つ変わってくるので、園外研修に行くとそのとき

どきにみんなが注目している話題や問題をキャッ

チできる。そのため、自分なりにそのテーマをど

うくみ取っていくかという物差しが得られる。 

最近では、大学の保育所児童保育要録の研修に

参加したが、日々の保育に直結するものなのでと

ても印象に残っている。幼稚園では、今までずっ

と要録を書いてきたが、これからは保育所も要録

を作成しなければならなくなった。さらに本園は、

認定こども園としてそれをどう書いていくかを探

っている状態の中での参加だった。今まであまり

書いた経験がなかった保育所の先生がどう思って

いるのかがわかったし、改めてこれからどうやっ

て書いていくべきかについて学べた。 

保育者にとって学ばなければならないものとし

て、その年や流れの中で大事なものと、変わらず

保育者としての資質にかかわってくる問題という

２つの柱があると思う。後者に関しては、年によ

ってそれほど変わらない部分であるけれども、繰

り返しやっていかなければいけない。 

今後は、例えば、保護者とのかかわりでもいろ

いろな事例やケースがあるので、そのときどきで

の対応の仕方を学びたい。また、グレーゾーンの

子どもたちをどうケアしていったらよいのか、具

体的な方法を教えてもらいたい。さらに、自己評

価をどう行っていくのがよいのかなど、挙げれば

きりがない。学ぶときには、一方的に聞くだけで

はなくて、グループでできるものや実践的な研修

の方がわかりやすく、とても興味がある。 
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● 何より日々の保育・連携が大切 

本園の場合はおそらく、園内研修は他の園に比

べたらそれほど多くはないと思う。内容も、継続

的に実施するものはなかなか時間がとれていない

のが現状である。しかし、普段から保育環境をと

ても大切にしていて、毎日の繰り返しの中で、他

の園で行っている園内研修的な仕組みを持ててい

るのではないかと思っている。 

園内研修も園外研修ももちろん大事であるが、

園の中でどれだけ子どもの保育環境や子どもを見

る姿勢をみんなで共有しているか、大事にしてい

るかというところがまずは大事なのではないかと

感じている。 

保育環境や子どもを見る視点については、園長

からその都度たくさんアドバイスをいただいてい

るので、それが尐しずつみんなの共通理解になっ

てきている。それ自体がすでに園内研修というと

ころはある。本園はいつも一緒にミーティングを

持てるので、園内研修が尐なくてもそこは引けを

とっていないと思う。 

 

５．まとめ 

 

以上、認定こども園 A における園外・園内研修

の実情についてまとめた。冒頭で述べた通り、本

園はもともと昭和 50 年代から幼保一体化を目指

してきた歴史がある。認定こども園への移行もま

た必然的な流れであり、移行にあたっては、幼稚

園・保育所という制度の違いによる混乱などは特

になかったようである。したがって、保育者間に

も、「保育士だから」「幼稚園教諭だから」といっ

た考え方やこだわりはない。 

 本園における園外研修への取り組み方として第

一に挙げられる特徴は、保育所・幼稚園の所属に

かかわらず、研修の内容に応じて適任者を決定す

る点である。これは園長が指示することもあるし、

保育者間での話し合いによって決められることも

ある。第二には、保育者の資質を磨くような内容

を重視している点、第三に、研修で学んだことを

園全体で共有できるよう工夫している点である。 

また、園内研修の基礎として重視しているのが、

「朝夕合わせて、一日 45 分のミーティング」であ

る。こうした日々の取り組みは、いわゆる「研修」

という枞では捉えられないかもしれないが、この

ような積み重ねがあってこそ、園内外における「研

修」の効果が発揮されるのではないだろうか。保

育者間で日常的にきめ細かな連携やコミュニケー

ションが取れているから、同僚が研修に参加する

たびに抜ける穴をうまく補い合えるのだろう。 

大切なのは、幼稚園や保育所という枞にとらわ

れずに、保育者として子どもや保護者とどう向き

合っていくかであるとの話があった。すべての研

修は、日々の保育のためにあると言えよう。そう

考えれば、限られた時間の中で、毎日のミーティ

ングを欠かさないこともまた、日々の保育の質を

高めることに十分寄与している。「認定こども園」

にとってではなく、「保育の現場」にとって、保育

者に求められる資質とは何なのかを原点に、今後

の研修のあり方を柔軟に考えていく必要があろう。
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参考資料）認定こども園 Aの職員研修実施報告書 
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事例２「『研修ハンドブック』を活用して、園外研修に参加」 

（B 園・私立幼保連携型） 

 

１．調査対象園のある地域の特徴や環境 

 

認定こども園 B がある市は、都市圏のベッドタ

ウンとして発展している。同市は、2001（平成 13）

年に、特例市に移行している。総人口は約 39 万人

であり、6 歳児以下の人口は約 2.4 万人となって

いる（2009（平成 21）年 10 月 1 日時点）。 

市内にある公立保育所は 19 園、民間保育所は

30 園（同園を含む）、家庭保育所は 11 園、公立幼

稚園は７園、私立幼稚園は 34 園（同園を含む）で、

認定こども園は、B 園１園のみである。 

 

２．調査対象園の基本情報 

 

B 園は、学校法人 B 学園が運営する幼稚園と保

育所からなる幼保連携型の認定こども園である。 

本園の創立は 1950 年代であり、1980 年代に学

校法人へ改組、2009（平成 21）年 4 月に認定こど

も園としての認定を受けている。 

 園児の定員数は、幼稚園が 285 名（実員計 214

名）、保育所は 60 名（実員計 60 名）となってい

る（市ホームページより）。教職員数は、幼稚園

では、園長・副園長・教諭・事務職員・調理員す

べて合わせて計 24 名、うち教諭は 15 名である。

保育担当として子どもの年齢別にクラス担当を 1

名配属しており、要配慮児へのフォローも兼ねた

フリー職員が 2～5 名いる。保育所では、施設長・

保育士・看護師・栄養士・調理員・事務職員が合

わせて計 21 名おり、うち保育士は 14 名である。 

 職員の採用は、B 学園として一括して行われる

ので、保育者は年度ごとに保育所、幼稚園それぞ

れへ配属が変わることもある。就業規則は幼稚園、

保育所とも共通であり、給与や社会保険、休暇の

取り方に差が出ないよう配慮している。ただし、

幼稚園のスタッフは 8 時半から 17 時 15 分までの

定時勤務、保育所では 7 時から 19 時までの開所時

間に合わせて、ローテーションによる勤務形態を

採用している。 

本園は、0～2 歳児は保育所在籍児のみのクラス、

3 歳児は幼稚園と保育所在籍それぞれでのクラス

編成を行っているが、4～5 歳児は幼保混合クラス

となっている。これは、保育所在籍児の４、５歳

児であっても 14 時までの生活を教育課程に掲げ

るねらいが達成できるようにという配慮によるも

のである。また、幼稚園児で長時間保育を利用す

る子どもは、保育所在籍児との交流を図っている。

また、本園は、1970 年代より幼保一体化の試行を

行っており、認定こども園に移行する前から異年

齢保育を積極的に取り入れているのが特色である。 

  

３．調査概要 

 

（１）調査対象者、調査方法 

 

調査対象者は、認定こども園 B の理事長兼幼稚

園園長、保育所施設長、そして幼稚園所属の保育

者の計 3 名であり、半構造化面接を実施した。調

査時期は、2009（平成 21）年 12 月 16 日である。 

 

（２）調査項目 

 

園長・所長には、本園で実施している園内・園

外研修の概要と、研修に関する課題等をたずねた。

保育者には、参加している研修の内容や研修の成

果、参加にあたっての課題等をたずねた。 
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４－１．園長へのインタビューから 

 

（１） 園外研修について 

 

● 「研修ハンドブック」に基づき、保育者自身が研修

履歴を管理 

幼稚園・保育所のスタッフとも、園外研修への

参加回数が偏らないように配慮している。幼稚園

のスタッフだから園外研修に行ける、保育所だか

ら行けないという丌平等もない。 

また、どんな研修に参加するかは、園に研修の

案内が来た段階で、園として研修内容に適してい

ると判断した保育者へ参加を勧める、あるいは、

保育者自らに「行きたい」と名乗り出てもらうよ

うにしている。本園では、幼稚園・保育所のスタ

ッフともに、財団法人全日本私立幼稚園幼児教育

研究機構監修の研修ハンドブックを所持している。

（P81 参照） これをもとに保育者自らが研修を

コーディネートし、研修履歴を管理している。 

 

● 研修は能動的に学ぶことが大切 

 幼稚園教諭免許に更新制が導入されたことによ

り、保育者として足りないことを自ら把握したう

えで、何をどう学ぶかを互いに確認しながら切磋

琢磨するようになってきた。つまり、能動的に学

ぶことが求められているといえる。 

 園長として重視しているのは、子どもの発達の

理解である。また、子どもの人権についても保育

者として理解しておく必要があると考えている。

こういった研修は、認定こども園への移行前から

基本的には変わっていない。 

 こうした研修へのスタッフのモチベーションは

高い。例えば、幼稚園連盟が主催する研修会では、

障がいについての理解促進や保護者との良い関係

づくりなどのテーマに沿ってプロジェクトチーム

を作り、自分たちの事例を持ち寄るなどして、研

究を重ねている。４、５年目以上の保育者に参加

を勧めたところ、月１回ずつ２年間継続して通っ

ている。最終的には、大会で研究発表することを

目標としていることからも、研修への動機づけは

非常に高められていると思われる。また、園外研

修の講演会で良いと思った講師を、園内研修にぜ

ひ招いてほしいという要望が寄せられることもあ

る。 

 

● 時間的にも経済的にも、園に負担 

 園外研修へスタッフを派遣することで問題とな

るのは、それに伴って通常保育に携わる人手が足

りなくなることである。平日に開催される場合、

保育者が研修に行ってしまうと、それを補填する

保育者がいない。特に保育所の場合、12 時間開

所しているため、12 時間の中でローテーション

の勤務体制を組んでいるが、保育者はこのローテ

ーションに必要な人数しかいない。したがって、

誮かが園外研修に出かける場合には、通常業務を

短縮して時間を確保してもらうか、パートタイム

の保育者に手伝ってもらうしかない。本園では、

4 名ほどパートタイムの保育者がいるが、全員本

園の卒園生や園児の保護者であり、幼稚園教諭や

保育士としての経験がある。子育て経験もあるた

めに即戦力として活躍してくれているが、公的な

補助はないので、給料は園がすべて自費で負担し

ている。このように、園外研修へ保育者を派遣す

るには、時間的にも経済的にも園に負担が強いら

れているのが現状である。 

 

（２） 園内研修について 

 

● 園内研修は、全スタッフによる参加・情報共有が

基本 

 園内研修は、外部から講師を招く講習会、１つ

の事例をもとにしたケースカンファレンス、園長

によるレクチャー、の大きく3 種類に分けられる。

基本的には、幼稚園・保育所の保育者が一緒に参

加する。また夜 7 時以降や昼間であれば、時間が

取れる順に交代で参加している。 
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一番重視しているのは、毎日の終礼時に行うケ

ースワークである。その日一日に生じたトラブル、

事故、子どもの怪我、保護者からのクレームなど

を報告し合っている。これには保育所のスタッフ

も 1 人は代表として出席してもらい、園内の保育

者全員に情報を伝達、共有するようにしている。

また、携帯電話へのメール配信により、その場に

参加できなくても、毎日チェックできる仕組みを

整えている。こうすることで、翌日話し合うべき

ことをあらかじめイメージしておいてもらうこと

が可能になる。話し合いに参加できない場合には、

あらかじめ意見や考えを文書にまとめてもらった

り、メールで送ってもらったりしている。幼稚園・

保育所の所属に関わらず、園に通う子ども全員の

ことを把握しておく必要があるからだ。現在、

300 名近くの子どもが在園しているが、保育者た

ちは、ほとんどの園児の名前が言えるくらいにな

っている。 

 

● 園内研修が充実してこそ、園外研修での学びが

生かされる 

 本園の子どもたちと保育者の動き方を把握する

こと、子どもたちの自由度や満足度、子どもが何

に熱中しているか、保育の中で何がうまくいって

いないのか、これらを知ることが保育者としての

学びのネタになる。学びを支えるのは、発達理論

や教育学的、社会学的な諸理論だが、それは保育

の現場ありきのことで、こうした理論を先に詰め

込んでも実際の保育に生かすことは難しい。した

がって、園内研修・園外研修、どちらがより大切

かと言えば、まずは、足固めの園内研修が基本と

なり、そのうえで園外研修の充実が大切だ。 

 

● 他園の保育を全スタッフで見学したい 

 園内研修に関しては、まだ成功しているとは思

っていない。もっと時間や財力が必要だと感じて

いる。保育所があるために、実現するのは難しい

が、例えば一日園を閉めて、全スタッフで他の園

に見学に行き、本園の保育と比較し、考え合うと

いうことをやりたい。やはり園外研修同様、人的・

時間的・経済的な制約がある。 

 

４－２．施設長へのインタビューから 

 

（１） 園外研修について 

 

● 研修で得たことは、できるだけ共有する 

幼稚園・保育所それぞれの保育者を対象とした

園外研修の案内が来るが、本園の場合、スタッフ

の異動もあることから、幼保の枠にとらわれず、

内容によって研修に参加してもらっている。園外

研修に参加することで、園内に新しい風を取り入

れることもできるし、気付きも生まれる。そのた

め、研修にはできるだけ参加してもらいたいと考

えている。 

また、研修に参加した保育者がその内容を報告

し、みんなで話し合う形をとるとともに、報告書

を必ず提出してもらい、スタッフ間で回覧するこ

とにより、周知を図っている。ただし、報告会の

時間の確保が難しい。まとまった時間を取ろうと

すると、保育終了後になるので、先に保育を終え

る幼稚園のスタッフが遅い時間まで待っていなけ

ればならないこともある。そういう意味で、幼稚

園・保育所のスタッフ全員が集まれる時間を作る

ことは大変困難である。 

  

● 統合保育をベースとしたクラス運営に必要な知識

を得る 

どの園外研修が一番役に立ったかということは

決められないが、例えば、ここ数年で特別支援教

育への取り組みが強化され、障がいのある子ども

もない子どもも同じクラス内で保育するようにな

った。発達においてグレーゾーンにある子どもも

含め、特別に支援が必要な子どもの育ちを保障し

ながら、クラスを集団としてどのように運営して

いくか、こうした誯題に取り組むには、園外研修
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でさらに知識を得ることが重要だと考えている。 

 

● 中堅保育者に若手を育てるノウハウを身につけて

ほしい 

ある程度経験年数を経た保育者には、子どもを

育てるだけでなく、若手の保育者も育ててほしい

と考えている。園長や施設長と若手保育者では、

年齢に隔たりがありすぎることもある。そのよう

なとき、年齢の近い保育者同士であれば、違った

学びができると思われるためだ。 

 

● 理論だけでなく、現場経験のある講師からの学び

も大切 

例えば、公開保育に参加した後、子どもの発達

や育ちについての具体的な話があると、より理解

が深まることが多くある。理論も大切ではあるが、

やはり現場あっての保育なので、現場経験のある

講師の話からは、多くのことが学べると感じる。 

 

（２） 園内研修について 

 

● 若手保育者がベテラン保育者同士の討論から学

ぶこと 

良かったと思う園内研修の１つに、テーマに沿

って、チーフ以上の尐し経験年数の長い保育者同

士が討議を交わし、話し合う様子を若手保育者が

傍聴するという取り組みがある。若手保育者が討

論を聞きながら、自分ならこう思う、こういう風

にするなど、多角的な視点を持って考える力を身

につけることをねらいとしている。行事をテーマ

とするときも、ベテラン保育者がそれをどう捉え

ているかを知ることが、若手保育者の学びにつな

がればと考えている。 

ただし、討論が盛り上がるグループを編成でき

るかどうかが難しい。例えば、グループ内での討

論をもとにそれぞれの意見を発表し、外部講師に

意見を求めるといった取り組みでは、個々のグル

ープでは積極的に話し合いができるが、全体に対

して意見を言うとなるとうまく話せないこともあ

る。そのため、討論を行う際には、積極的に発言

できるような工夫が必要だ。 

 

● 公開保育を通じて、率直な意見をもらう 

公開保育をした際には、保育参観していただい

た方たちから率直な意見をどんどん言ってもらっ

た。自分たちの保育を見てもらい、それに対して

意見を言われることは、痛い思いをすることでも

あるが、だからこそ、保育の改善につながるよい

経験でもあったといえる。 

 

● 保育者が自分の意見を言える雰囲気を 

園長による園内研修では、現場の保育者にとっ

て、園長の話を聞いて納得できる部分と、「そうは

言われても現場では難しい」と葛藤が起きること

もある。本園には、そのようなとき、保育者が園

長に自分の意見や考えを伝えられる雰囲気がある。 

また、学年で保育について話すときや園だより

等の作成チームを編成するときには幼稚園と保育

所の保育者を混合するなど、できるだけ幼稚園と

保育所それぞれの保育者が交流できる状況づくり

をするように心がけている。 

 

● 園内研修にも「研修ハンドブック」の活用を 

これまで園内研修に関して、きちんと年間計画

を立てて実行してきたわけではなく、その都度必

要に応じて行うことが多かった。しかし、今後は

園内研修であっても、「研修ハンドブック」（P81

参照）に沿って、何が必要かを俯瞰的に見通した

うえで、計画的に実施していく必要があると感じ

ている。 

 今でも、日々の保育に関して困ったことについ

ては対処しているが、園内研修はそういったこと

とは別に、年間計画などきちんとした骨組みがあ

った方がよいと考えている。 
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● 認定こども園の保育者に求められる資質 

認定こども園に就職する場合、幼稚園・保育所

のどちらの所属になるかはわからない。もちろん、

保育者一人ひとりが自分の向き・丌向きを知って

いるだろうから、どちらに所属したいかという希

望はあるだろうが、根本的には、幼児教育も保育

も同じだということを知ってもらいたい。また、

本園の場合には、幼稚園所属であっても、長期休

暇中には、保育所での保育に携わるので、どちら

にも対応できることが求められる。 

今後、認定こども園が増えていくことを考えて

も、幼稚園教諭免許と保育士資格の一本化など、

資格制度上の整備も必要だと思う。 

 

４－３．保育者へのインタビューから 

 

● 研修に参加し、自らの保育を振り返る 

この 1 年間で、だいたい 10 回程度の園外研修

に参加している。いろいろな園が集まって研究し

合う 2 年間のプロジェクトチームへは月に 1 回、

その他にも、自分で興味があると思ったものには

参加するようにしている。 

これまで参加した研修会で記憶に残っているも

のとして、例えば「子どもとの心の距離は、実際

の距離と比例する」といった“言葉”がある。こ

れは今でも意識して保育に生かすようにしている

し、実習生が来ても必ず伝えている。また、発達

障がいについては、つい子どもの特性ばかりに目

が向きがちだが、それだけでなく子どもの気持ち

にも配慮しようと教わったことがあり、こうした

言葉もまた印象に残っている。 

 園外研修では、保育にすぐ生かすことができる

方法論を学べるが、それだけを考え過ぎていたこ

とに気付けたのも、また別の研修に参加したおか

げということもある。このように研修に参加する

ことで、自らの保育を改めて振り返ることができ

る。  

 

● 自分の課題に沿って参加を決める 

園に届いた研修案内は、全員に周知される。私

は研修係であるために、自分の興味に沿って研修

に参加するよう、案内を回覧してもらい、自分で

参加してよかったと思うものは、こちらから勧め

ることもある。特に、若手の保育者でこれまであ

まり研修に参加できていない人に行ってもらうよ

うしている。 

 

● 研修への時間外手当はない 

研修が土日にある場合、参加すると交通費は出

してもらえるが、時間外の手当は支給されない。

もともと給料の中に研修費も含まれているけれど、

基本的には休日に研修に参加しても出勤扱いには

ならない。これがネックになって、土日の研修に

は積極的に参加したがらない雰囲気もある。研修

係としても、ぜひお勧めだという内容以外は強く

参加を促すことは難しい。参加希望が誮もいない

場合、内容によっては自分が出ることもある。平

日の場合には、パートタイムの保育者に代わって

もらって行くことができるし、帰ってくる時間に

よっては直帰も可能なので、比較的参加しやすい

が、休日となると難しい。 

 

● 研修後のレポート提出があると気が重い 

園には言いづらいが、研修参加後に、その内容

をレポートにまとめて提出するとなると構えてし

まう。自分しか参加していないのだから、他のス

タッフに報告することはもちろん大事であるが、

レポート提出があると、内容をすべて記録しなけ

ればいけないと気になって、研修に集中できない

こともある。レポートがなければ、自分が学ぶこ

とだけを最優先にして、もっとじっくり落ち着い

て研修に参加できると思うことがある。 
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５．まとめ 

 

以上、B 園における園外・園内研修の実情につ

いてまとめた。 

 本園はもともと幼保一体型の施設としての歴史

が長いために、認定こども園に移行してからも、

研修制度に関しては大きな変更などはなかったよ

うである。また移行前から、職員の給与体系や労

働条件について、幼稚園・保育所で同一のものに

整備されていたことも比較的混乱が尐ない要因の

一つと考えられる。 

しかし、園長、施設長、保育者それぞれへのイ

ンタビュー調査から、幼稚園と保育所の制度の違

いが、尐なからず現場に混乱をきたしている実情

が浮かび上がってきた。 

 例えば本園は、冒頭に述べた通り、4～5 歳児に

対して、午前中、同じクラス編成での保育を行っ

ている。B 園への訪問時、新型インフルエンザが

流行していたが、文部科学省と厚生労働省とでは、

休校措置に関する判断基準が異なるために、同じ

クラスであっても幼稚園在籍児は欠席、保育所在

籍児は登園など、ちぐはぐな現象が起きていた。 

同じクラスであっても、子どもによって保育時

間が異なるために混乱が生じていることは、保育

者の話からもうかがえた。例えば、午前中、幼稚

園児と保育所在籍児を一緒のクラスで担当してい

る幼稚園教諭は、保育所在籍児の保護者がお迎え

に来るとき、顔を合わせることができない。これ

は幼稚園、保育所それぞれの保育者の勤務時間帯

のズレのためでもあるし、B 園の場合、それぞれ

の職員室や保育室を子どもの生活に合わせて物理

的に離しているためでもある。こうしたことから、

幼稚園、保育所それぞれのスタッフが日常的に顔

を合わせるのがなかなか難しいのが現状のようだ。

同じ園で同じ子どもの保育を担当しながら、スタ

ッフ間で連絡を取り合うための工夫や配慮が必要

とされるために、園長や施設長は、日々の情報共

有を特に重視しているのだと考えられる。 

 制度の違いは、カリキュラムの編成にも影響を

与えている。本園の場合、幼稚園に在籍する子ど

もでも、14 時までの通常保育の後、「ホームクラ

ス」という制度を利用すれば、最大 19 時まで園で

保育を受けることができる。つまり、保育所在籍

児とほぼ同じ生活をすることになる。 

 幼稚園の場合、通常は午前中を中心とした 4 時

間がコアの時間と設定されることが多いが、本園

の場合、保育者からは、14 時以降の混合保育の時

間こそ、コアの時間であるとの声も上がっている。

午前中の保育とのかかわりの中で、午後の時間を

どう組み立てていくか。園長によると、今は、乳

児との関わりも保育所在籍児にかたよっており、

幼稚園児は機会が尐ないなど、異年齢児がいる良

さを生かしきれておらず、幼稚園の保育とホーム

クラスの保育の連続性が課題であるという。14 時

からの葛藤のある遊びの場面の中で、どんなカリ

キュラムを設定していくべきか、このあたりが認

定こども園としての大きな課題であるとされる。 
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参考資料）認定こども園Bが使用している「研修ハンドブック」 

（財）全日本私立幼稚園幼児教育研究機構監修、世界文化社刊  

 

＊研修記録（該当するカテゴリーのページに主催団体がスタンプを押す）  

 

＊「保育者としての資質向上研修俯瞰図」 
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事例３「公立園における、幼稚園・保育所の研修制度の違い」 

（C 園・公立幼保連携型） 

 

１．調査対象園のある地域の特徴や環境 

 

認定こども園 C の所在地（区）は、大都市圏の

中心に位置し、企業や大学・学校、大病院などが

多く集まっている地域である。また、鉄道路線の

ターミナル駅も有し、商業地として栄える一方で、

一部には都心のベッドタウンとして住宅地も広が

る。人口は約 32 万人（2010（平成 22）年 1 月 1

日現在）であるが、昼夜における人口の流入出の

差が激しく、流入超過人口は、平成 17 年度で約

47 万人となっている。同区の 1 世帯当たりの人員

は減尐傾向にあり（2005（平成 22）年１月１日現

在、1.66 人）、単身者世帯が増加している。これ

に伴い、この区における乳幼児人口（0～5 歳）も

減尐傾向にある。 

同区には、公立幼稚園が 20 園、私立幼稚園が

10 園、公立保育所が 24 園、私立保育所が 12 園あ

る。認定こども園は、2009（平成 21）年度現在で

は C 園１園のみであるが、2010（平成 22）年度、

2011（平成 23）年度はさらに 1 園ずつ開園の予定

である。 

 

２．調査対象園の基本情報 

 

C 園は、「0 歳から小学校就学前までの子どもの

成長と発達を見据えた一貫した保育・幼児教育を

行うとともに、地域のすべての子育て家庭を支援

し、家庭と地域の子育て力の向上を図ることを目

的とした施設」として、区の幼保一元化に向けた

プロジェクトの一環で誕生した施設である。C 園

は、同区内にあった区立の幼稚園２園と区立の保

育所 1 園が統合し、認定こども園として 2007（平

成 19）年 4 月にスタートした。同園は、区立 C 小

学校との併設施設でもあり、小学校との連携を重

視しているのが特色である。 

もともと独立した公立園同士の統合であり、認

定こども園への移行にあたっては、かなりの時間

と労力がかけられている。区内で幼保一元化のプ

ロジェクトが発足したのは 2005（平成 17）年。

保育所の抱える待機児童問題、そして幼稚園の就

園率の低下を背景に、行政側がコスト削減も視野

に入れ、教育委員会の管轄として C 園が発足した。

ＰＴＡ組織のある幼稚園とＰＴＡ組織のない保育

所とでは、保護者の園へのかかわりに関する考え

方に違いがあったことなどから、幼稚園・保育所

を統合するにあたって開催された保護者との懇談

会は数十回にのぼっている。 

保育の内容についても、幼稚園・保育所それぞ

れがこれまで育んできた文化を統合するのは簡単

ではなかった。2006（平成 18）年度は、0 歳から

5 歳児それぞれの教育課程に関する計画を綿密に

立て、認定こども園発足初年度の 2007（平成 19）

年度はそれをもとに保育を組み立てた。以降、

2008（平成 20）年度、2009（平成 21）年度とそ

れらに改善、訂正を加えて今日に至っている。子

どもたちを中心に保護者と保育者が手を携えると

いう幼保一元化の理念をもとにこれまでの整備を

進めてきた経緯がある。 

本園は、0～3 歳児クラスと 4・5 歳児クラスを

分けて募集している。4・5 歳児クラスは、短時間

（9：00～15：00）・中時間（9：00～16：30）・

長時間(Ⅰ型・月～金)（7：30～18：30）・長時間(Ⅱ

型・月～土)（7：30～18：30）までの 4 タイプか

ら保育時間と保育料を選択する仕組みとなってい

る。さらに、申請すると延長保育（定員あり・18:30

～20:30）が受けられる。各クラスの定員は、0 歳
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児は 9 名、1 歳児は 15 名、2 歳児は 18 名、3 歳

児は 20 名、4・5 歳児は各 50 名である。園長は公

立幼稚園の園長経験者、副園長は公立保育所の園

長経験者が務めている。 

   

３．調査内容 

 

（１）調査対象者、調査方法 

 

調査対象者は、認定こども園の園長並びに幼稚

園所属の保育者 1 名の計 2 名であり、半構造化面

接を実施した。調査時期は 2010（平成 22）年 1

月 8 日である。 

 

（２）調査項目 

 

園長には、本園で実施している園内・園外研修

の概要と、研修に関する課題等をたずねた。保育

者には、参加している研修の内容や研修の成果、

参加にあたっての課題等をたずねた。 

 

４－１．園長へのインタビューから 

 

（１） 園外研修について 

（P87,参考資料を参照） 

 

● 幼稚園・保育所によって参加頻度・内容に差が

ある 

  幼稚園では、研修の参加が義務付けられている

ため、比較的いろいろな研修に参加できているが、

保育所では役職及び経験年数での研修以外は、多

くの保育者の参加は難しい。そのためそれぞれの

研修に代表者が参加しているが、その内容を園全

体で共有できているかどうかはわからない。幼稚

園の場合、園児が降園した後に時間を確保できる

ため、研修の内容を保育者同士ですぐに伝えあう

ことができる。こども園では、副園長に報告する

ことになっているが、研修内容を保育者同士で話

し合う時間が取れず、報告書にまとめても、それ

を見ただけでは伝わらないことも多い。職員会議

のときに研修の情報交換という形で5 分くらい話

を聞くこともあるが、研修の内容を十分把握でき

ないのが現状である。 

 参加している研修内容は、区の保育誯主催では、

園庭の使い方や遊び方、絵本の見せ方など具体的

な保育のハウツーに関するものが多い。幼稚園で

は具体的な教材等の研修もあるが、特別支援や、

就学前教育をどうするかといった保育内容を学ぶ

ことが多いなどの違いがある。また保育士には、

主任主事、係長というステップアップがあり、区

ではそれに応じたスキルアップ研修を主催してい

る。幼稚園では同様の研修として、新任研修や管

理職向けのものがある。 

 今後は、保育における社会の動向がわかるよう

な研修も必要だが、保育の原点に戻って、子ども

をどのように見ていくかを幼と保が同じ目線で考

える研修が必要だと考えている。各園が集まり、

事例を検討したり、研究保育をしたりして、子ど

もを理解し、どう見ていくかを丁寧によみとり、

学び合ってほしい。 

 

● 参加者の決定は園務分掌に従って 

 新任者向けとか 2 年目研修など、特に参加者が

決まっている場合は別として、誮がどの研修に参

加するかは、園務分掌に従って決めることもある。

例えば、人権教育や特別支援などは、担当者が決

まっているので、そうした内容の研修の案内が来

た場合には、担当者に行ってもらうようにしてい

る。また、園から 1 名などの指定があった場合に

は、参加希望者に名乗り出てもらってから決めて

いる。 

 

● 代替保育者の確保が必要 

こども園の場合、１日中保育があるために、研

修に行く時間の確保が難しいという現状もあるが、

なんとか行けるようにしたいと思う。そのために
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は、代替の保育者を確保するなどの対応が必要で

ある。特にお昼の時間や保育者の休憩交代時に人

手が足りなくなる。園外研修に参加している間の

代替職員の手配について、区からの援助はないの

で、園内でシフトを組んでどうにか対応している。 

 

（２） 園内研修について 

 

● 園内研修は初年度から実施 

 月１回、木曜日に定例化している。１年目は、

乳児と幼児が別々のテーマを決めて実施した。２

年目以降は、同じテーマにし、乳児・幼児別に事

例検討を行い、学年別の研究保育の日は講師を招

いて、合同で行うことにした。区主催の幼保合同

研修が 10 回ほどあるが、そのうち数回、本園も

公開保育を行い、研修の場を提供している。幼小

連携や子どもの見方、環境の構成、学級経営など

をテーマに、子どもを理解して保育者の資質が向

上することを目的としている。 

 

● 保育士も、公開保育に慣れて 

 園内研修は基本的に全保育者が参加することに

なっている。例えば、4 歳児クラスの保育を講師

に集中的に見てもらうとともに、他の保育者が保

育の記録をとる。そして午後に、記録をもとに講

師を交えて4 歳児の保育者でグループ討議をする。

17 時から全職員が集まり、改めて講師を交えて

誯題の報告をし、指導を受ける。 

 このように自分たちの保育を見てもらうことや、

講師を招く研修を、幼稚園の保育者はこれまでも

経験してきたが、保育士は「研究」に慣れていな

い。全職員の足並みをそろえることは大事である

ため、幼・保みんなが同じ目線で子どもをどのよ

うに育てていくかについて、原点に戻り、考えた

りまとめたりして研修を行っている。研究のまと

めは、園内研究の「紀要」として残している。こ

れは本園の歴史になっていくため、続けることが

大事で、後から振り返りができるようにしている。

また、毎年、区内の保育者を呼んで報告会を行っ

ている。 

 

● 乳児保育の園内研修も実施 

 乳児保育の園内研修は、クラスの保育について

情報提供し、討議を行ったり、研究保育をしたり、

研究以外にも、クラスの状況や特別支援などの話

し合いも行っている。保育士が中心となっている。 

本園では 0～3 歳は保育所認可で、保育士が担

当しているが、子どもの発達や育ちを期待し、3

歳児は 4,5 歳児と一緒に参加している。そのため、

3 歳児も幼児の枠に入れ、園内研修を一緒に行っ

ている。 

 

● 「保育をよくしていこう」という意欲が生まれる 

 園内研修を続けるうちに、保育者から、自分の

保育を語ることができるようになってきている。

互いの保育を見合い、討議する場を作ることによ

り、保育者が自分の保育を見てもらってよかった

と思えたり、次はこうしてみようといった意欲や

自信が出てきたりすれば、保育内容が充実して、

子どもの体験が積み重ねられていくと考えている。 

 

● 保育者に求められる資質は、自分を振り返ること

ができること 

 認定こども園の保育者には、自分の保育を振り

返り、評価、改善を図ることが求められる。子ど

もの成長、発達に手ごたえが感じられれば、不え

られなくても自分でどんどん勉強していくと思わ

れる。認定こども園の場合、保育所、幼稚園が一

緒になっているので、互いの保育者が今まで経験

していないことにとまどいもあるが、子どもにと

ってよりよい方法を考えるなど、何事にも前向き

に取り組めることが大切である。 
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（３） 行政への要望 

 

● 幼稚園と保育所、同じように研修が受けられる体

制作りを 

 幼稚園の保育者には様々な研修が用意されてい

るが、幼稚園と保育所、両方の保育者が一緒に研

修に参加できないもどかしさを感じているので、

その点を改善してほしい。また、幼稚園教諭には

経験年数に応じて視野が広がる研修が必要である。

幼・保の初任者には人権や特別支援、家庭との連

携など、いろいろなことをまんべんなく研修でき

るようにする。2 年目くらいからは、具体的に子

どもをどう見るかを掘り下げて考えられるような

研修がよいと思う。そして、保育者としての仕事

がある程度分かってきたところで、教育だけにと

らわれない社会の動向や、今、保育者に求められ

ていることを改めて見直すことのできる研修が必

要である。幼児教育に携わっているから教育だけ

という考えでは、今求められる保育者として十分

ではない。多様な事柄に対して柔軟さが必要であ

る。 

 また、夜まで保育があるために全職員が参加で

きるのは 17 時以降がほとんどである。研修がし

やすいように、十分な人的配置が必要ではないか。 

 

４－２．保育者へのインタビューから 

 

（１） 園外・園内研修について 

 

● ひと月前に研修予定をもとにシフトを組む 

 前月の職員会議の際、研修参加予定などについ

て連絡する。それをもとにシフトが組まれる。研

修への参加日は、シフト表の該当保育者の欄に研

修のマークがつき、周知できるようになっている。 

 

● 充実した幼稚園教諭向けの新採者研修 

 この 1 年間に、新採者向けのものが 15 回と都

道府県の研修が 9 回、その他に自分が選択したも

のとして、夏の間に区で実施された研修に 2 回参

加した。これらのうち、他の園の保育を見て、一

日の記録をとる研修が 2 回あったが、実践を間近

で見ることができるとともに、それを自分の保育

に生かせる点で大変勉強になった。また、人権に

関する研修も 2 回ほどあり、それらも印象に残っ

ている。新採者向けの研修 15 回には、2 泊 3 日

での宿泊研修も含まれているが、こちらは幼稚園

教諭だけでなく、小学校教諭・中学校教諭・養護

教諭も一緒の研修であったため、いろいろな意見

交換をすることができた。 

 研修の形態としては、ロールプレイなど実践を

伴ったものが役に立つと思う。例えば、子どもた

ちに初めて会ったとき、だんだんうちとけていく

ためのエンカウンターという練習など。すぐに保

育の現場で子どもと一緒に使ってみようと思える。  

 

● 研修で学んだことを、保育の現場に還元する 

 時間があれば、絵本の読み聞かせや季節に合っ

た制作、発表会などの行事で生かせるものについ

て話を聞いて、実践したい。研修を通して学んだ

ことは、子どもに伝えることで保育の現場に還元

できればいいと思う。 

 

（２） 認定こども園の保育者に求められる資質 

 

● 幼稚園・保育所、どちらの保育者からも学ぶ力 

 以前、私立幼稚園で保育者として働いた経験が

ある。本園は、保育所の保育者からも新しいこと

が学べる場所だと思う。認定こども園の保育者と

して働くようになって一年がたち、私立幼稚園と

は違う認定こども園としての流れ、そして保育者

の流れがようやく見えるようになってきた。 

 今後は、子ども一人ひとりに応じた関わり方を

学びたいと思う。子どもは毎年成長していくので、

そのときどきに適切な対応の仕方を身につけてい

きたい。 
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５．まとめ 

 

本園の第一の特徴として、もともと別々に運営

されていた幼稚園・保育所が行政の進めるプロジ

ェクトの一環として統合し、認定こども園として

スタートした経緯を持つ点が挙げられる。したが

って、幼稚園と保育所というまったく別の組織が

一緒になる過程では、保育者間だけでなく、利用

者である保護者間においても、様々な考え方の違

いやそれに伴う弊害があった。ただし、インタビ

ュー調査を実施した時点では、開園から 3 年目と

いうこともあり、「子どもを中心として」という理

念のもと、認定こども園として組織がまとまって

きた様子であった。 

第二の特徴は、認定こども園として尐しずつ軌

道に乗りつつあってもなお、幼稚園と保育所とで

は、保育者が参加している研修の内容や頻度に差

があるという点が挙げられる。他の認定こども園

にも当てはまるように、幼・保それぞれの勤務時

間が異なることなどが、研修への参加に影響を与

えている。しかし、それだけではなく、そもそも

幼稚園教諭には比較的充実した研修が用意されて

いる一方で、保育士の場合、必ずしもそうでない

という実情もある。したがって、本園では、幼稚

園側が認定こども園に移行する以前から実施して

きた公開保育を積極的に取り入れるなど、保育内

容に関する研究をベースとした園内・園外研修の

充実を図っている。すなわち、園全体の研修の土

台作りをしっかり行い、子どもにとってよりよい

方向性を示していると言えよう。公開保育や保育

内容の記録の実施などは、保育所の保育者の中に

は抵抗もあったようだが、保育全体の質の向上の

ために今後も積極的に取り組んでいくとのことだ

った。 

保育所と幼稚園とが統合することで、互いが学

び合える点も多くあるという。そうした両者の良

い点を最大限に保育に生かしていけるよう、今後

も様々な取り組みがなされていくことと思われる。 
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参考資料）認定こども園 Cの「平成 21年度園外研修」 
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事例４「県のバックアップのもとに、園内研修体制の構築による 

保育の質の向上を図る」（D園・私立幼保連携型） 

 

１．調査対象園のある地域の特徴や環境 

 

 認定こども園 D がある D 市（P144 参照）は、

東北地方の C 県（P137 参照）に位置している。D

市は、2005（平成 17）年に複数の町が合併して誕

生したばかりの新しい市である。中心となる産業

は、稲作を中心とした農業や、衣服・木材などの

製造業であり、2000（平成 12）年の国勢調査によ

ると、産業別就業人口は、第三次産業が約半数を

占めている。 

同市の人口は 4 万人弱で、1.5 万世帯ある。そ

のうち、15 歳以下の人口は 4 千人弱で、全体の約

1 割を占めている。D 市の属する C 県は、全国の

なかでも尐子高齢化が進んでいる。 

 D 市には、2008（平成 20）年 4 月 1 日現在で、

幼稚園は公立・私立が各 1 園の計 2 園、保育所は

公立 7 園、私立 4 園の計 11 園ある。認定こども園

は、2009（平成 21）年度現在では D 園 1 園のみ

である。今後、市内の幼稚園・保育所の統廃合を

含め、公立園の民営化が進められる計画がある。 

 

２．調査対象園の基本情報 

 

 認定こども園 Dは、1941（昭和 16）年、戦時託

児所としてスタートした後、保育所と幼稚園に枝

分かれし、50 年以上にわたり園庭を共有して運営

されてきた経緯を持つ。ところが、10 年ほど前か

ら幼稚園において急激に園児数が減尐し始めたこ

とから、幼稚園と保育所の一体化の整備を求めて

きた。また、幼稚園園舎の老朽化に伴う改築の急

務と、保育所の未満児保育室の拡大が求められて

いたことなどが、認定こども園に移行する契機と

なった。そして、2007（平成 19）年 4 月に、保育 

 

所と幼稚園による幼保連携型の認定こども園 D と

してスタートした。なお、保育所は社会福祉法人、

幼稚園は学校法人であったが、認定こども園に移

行するにあたり、法人を一本化するため、学校法

人から設置者を変更し、社会福祉法人の認定こど

も園となった。新しい園舎も 2008（平成 20）年に

竣工しており、現在、ハードとソフトの両面から、

幼保一体の保育と、地域の拠点としての地域子育

て支援センター事業を実施している。 

 本園は、保育所・幼稚園が別法人による運営だ

ったこともあり、保育者間の交流等はほとんどな

く、幼保一体化施設としての取り組みはゼロから

の出発だった。そこで、認定こども園への移行が

決まってからは、C 県の指導主事を中心に、保育

課程・教育課程の再編成、年齢別年間計画の作成、

研修制度の整備などについて、手厚い指導を受け

ている。認定こども園としてスタートした2007（平

成 19）年度は、C県から研究モデル園に指定され、

園内研修体制の構築に取り組んだ。 

 本園は、長時間部（保育所機能・保育所）と短

時間部（幼稚園機能・幼稚園）に分けられ、それ

ぞれ入園対象年齢は 0～5 歳児と 3～5 歳児、定員

は 90 名と 50 名となっている。保育時間は長時間

部が7時～18時、短時間部が8時半～14時である。

ただし 3〜5歳児は「コアタイム」と呼ばれる 8時

半〜13 時の間、長短の区別なく一緒に過ごす。昼

食後、午睡する子どもと午睡せずに降園する子ど

もが別々の保育室に分かれて過ごすことになるが、

長時間部・短時間部という区別ではなく、子ども

一人ひとりの状況に応じている。短時間部の子ど

もは預かり保育を利用することで、長時間部と同

じ時間の保育を受けることが可能であるほか、18

時〜19 時の延長保育も、長短一緒である。 
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認定こども園 Dの園長は、保育所の所長が兼任、

副園長は幼稚園の園長が兼任している。0～2歳児

クラスは保育所所属の保育者が、3～5 歳児クラス

は、幼稚園、保育所の保育者が 1 名ずつ担任とし

て配置されている。またフリーの保育者が 3名（う

ち常勤 2 名、非常勤 1 名）、子育て指導員が 2名（と

もに常勤）配置されているほか、特別支援として、

非常勤の保育者を 2名配置している。 

   

３．調査内容 

 

（１）調査対象者、調査方法 

 

調査対象者は、認定こども園の副園長並びに保

育所所属の保育者 2 名の計 3 名であり、半構造化

面接を実施した。調査時期は 2010（平成 22）年 1

月 12 日である。 

 

（２）調査項目 

 

副園長には、本園で実施している園内・園外研

修の概要と、研修に関する課題等をたずねた。保

育者には、参加している研修の内容や研修の成果、

参加にあたっての課題等をたずねた。 

 

４－１．副園長へのインタビューから 

 

（１） 園外研修について 

 

● 園外研修へは 1人 1回以上参加できるように 

 現在、園外研修に保育者を参加させるにあたっ

て、誮がどの研修に出るか、年間計画のようなも

のは作成していない。こども園になってから、C

県指導のもと、園内研修の比重が非常に高くなり、

園外研修に割り当てる比重が比較的尐なかったた

めと思われる。今後はそうした取り組みも必要だ

と感じている。今のところは、必要に応じて、個

別に参加者を決めている。1 人 1 回以上は参加で

きるようにしている。 

一昨年は幼稚園教育要領と保育所保育指針の改

訂（定）にあたって、それに関する勉強会に全員

参加することを園長が指示した。しかし、園外研

修に参加しても、それを園内研修や日々の保育に

生かしていけるような体制は整っていないのが現

状である。現在は、復命書やレジュメを作って保

育者に配布し、シェアすることが基本になってい

るが、それが徹底されないこともある。したがっ

て、研修で学んだことを、保育者間で十分に共有

できていない。今後、こうしたことを改善できた

ら、保育者の園外研修への参加意識も高まってい

くと思っている。 

 

● 園外研修へはシフトとの兼ね合いが問題 

 園外研修に出るには、決められた年間のシフト

との兼ね合いが問題になるので、現場の保育者が

本当に行きたい研修があっても、実際には遠慮し

ている現状があるようだ。例えば、園長、副園長

から「3 歳以上のクラスと、3 歳未満のクラスか

らそれぞれ 1 名出席してください」といった指示

を出せば、現場の保育者らが話し合って参加者を

決めることもあるが、「研修費は出すので、希望者

は参加してください」といっても、なかなか名乗

り出ないこともある。そのときにはこちらから指

名するが、宿泊が必要な研修ほど、遠慮する傾向

があると感じている。 

 

● 研修への費用は園持ち 

 園外研修に参加するときには、旅費は園がすべ

て出す。また、保育者が園外研修に出ている間は、

フリーの保育者が 2 名いるので、その二人が代わ

りに保育にあたるような体制が整っている。 

 

（２） 園内研修について 

 

● 県主導による園内研修への取り組み 

 C 県では、教育委員会の中に設置された幼保推
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進誯が主導して、幼保一体施設のあり方について

研究を進めている。本園の場合、認定こども園に

移行することが決まってから、県の指導主事 1 名

が本園の担当となり、2006（平成 18）年 10

月から 2007（平成 19）年 3 月、認定こども園

に移行するまでの半年間、年齢別年間計画と月

案・週案の整合性が図られているか、また、保育

者がどういう意図を持って週案を書いているかな

ど、その内容の添削から実際に保育を見ての指導

まで、かなり系統的な指導を受けた。 

 認定に向けた準備段階で「保育が薄い」という

指摘を受けたことは大変ショックであったが、保

育者たちの保育の見直しにつながる機会になった。

幼保一体の計画作成にあたっては、そもそも教育

誯程とは何なのか、という根本的なところのとら

え直しを行うことになった。「幼稚園の教育誯程を

編成する」には幼稚園の全ての計画がそこに盛り

込まれている必要がある。保育所の「保育誯程と

その年度の保育の計画」と同じものという理解が

可能であることから、「教育と養護」を分けてとら

えるのではなく、教育と養護が渾然一体となった

ものとしての「保育」と考え、幼保一体計画を持

つことにした。 

 こうして認定を受けるにいたったわけであるが、

「保育の質向上」に向けた園内研修体制の構築に

ついて、2007（平成 19）年度は研究モデル園

の指定を受けて、丁寧に指導を受けることになっ

た。 

 

● 園内での公開保育と県内公開保育の実施  

 認定こども園としてスタートした 2007（平成

19）年度の 4 月、互いの保育の進め方の違いの

ために保育現場はかなり混乱が生じた。同時に人

数が急に増えたことへの園児のとまどいが保護者

の丌安となり、退園者が出るなど園全体が動揺し

た上半期であった。そんな中で、県の研究モデル

園として、指導主事の指導を受けながら、いくつ

かの観点に分かれて、園内研修を進めたことはと

ても大きな出来事であった。自分達の保育を文章

化することの難しさを感じながらも、自分たちな

りの誯題点を見据えることができた。と同時に、

研究内容について年間の計画を立て、見通しをも

って研究を進めることによって内容が充実するこ

とを実感できた。 

 認定こども園 2 年目の 2008（平成 20）年度

は、研究モデル園ではなくなったが、そのままの

体制で園内研修を継続した。観点を３つに整理し、

観点ごとで研究を進めた。観点①（子どもの主体

的な生活をめざす保育計画）では「園内公開保育」

を実施した。具体的には公開保育をするクラスの

週日案を事前に各クラスに配布し、公開保育当日

には、他のクラスの保育者が、自分のクラスの保

育の合間をぬって交代で、公開保育を見に行くと

いうものである。週日案を互いに見せ合うという

経験は新鮮であった。観点②（自己評価の様式検

討、業務マニュアルの作成）の研究班では、Ｃ県

で用意されている自己点検・自己評価表を幼保一

体施設用に文言を整えたり、回答の選択肢を修正

したりして、実施した。観点③（親の育児力向上）

の研究班は、地域子育て支援センターの事業や在

園中の園児の保護者への支援を実践する中で、家

庭と保育者との信頼関係の構築の在り方を探った。

認定こども園訪問の日、要請訪問などの県の事業

を利用し、年に2 回、指導主事から指導を受けた。  

 こうして 3 年目を迎えた今年度も、引き続き同

じ観点で園内研修を進めることにした。また、10

月に行われる県主催の「認定こども園公開保育研

究協議会」の主管園を引き受けることにし、公開

保育のほか、分科会では継続して進めている園内

研修の研究班（観点ごと）で話題提供を担当する

ことにした。 

 観点①で取り組んでいる毎月（5～10 月）の園

内公開保育の日には、県から指導主事が来園し、

午前中の保育参観後、午後には勉強会を行った。

保育のねらいと内容のとらえ方、週日案の内容に

ついて丁寧な指導を受けたことは、保育者一人ひ
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とりが自分の保育の在り方を見つめ直すよい機会

となった。 

 

● 共同作業を通じて、保育者間の連携を深める 

 こども園では、幼稚園教諭、保育士という呼称

は使わず、すべて「保育者」という呼称にそろえ

ている。 

 幼稚園と保育所、それぞれの保育者が一緒に研

修を行ううえで、「お互いの保育の進め方が違う」

ことへの戸惑いがあった。例えば、運動会で帽子

をかぶるかかぶらないか、箸箱は箸だけでいいと

する保育所と、フォークやスプーンもくっついて

いるセットでもいいとする幼稚園と、そんな些細

なこと一つにしても折り合いがつかない時期があ

った。今ならどうでもいいと思えることだが、互

いに「自分たちはこうだった」というところにこ

だわって結論が出せない苦しさを味わった。自分

たちのやり方を大事にしながらも相手を受け入れ

てみることにしたため、認定こども園としてスタ

ートした 1 年目は、「両方やろう、全部やろう」

と盛りだくさんになり、2 年目、3 年目で尐しず

つ取捨選択してきた。 

 こうした歩み寄りが進んできた背景には、公開

保育など一緒に取り組む共同作業があったことも

大きい。一つの目的に向かってどうするか、ギク

シャクして盛りだくさんになって取捨選択してき

た経緯を経て、現在に至っている。 

 

４－２．保育者へのインタビューから 

 

（１） 園外研修について 

（P94,参考資料を参照） 

 

● 園長、副園長が研修参加を指示 

 誮がどの研修に参加するかについては、ある程

度、園長、副園長からの指示がある。また、研修

一覧を回覧で見て、参加を願い出ることもある。 

 

● 1 年間で参加した研修はともに 1回ずつ 

 この 1 年間に参加した園外研修は、（インタビ

ュー対象の保育者 2 名ともに）1 回ずつであった。

内容は、1 歳児クラスを担当する保育者が保育セ

ミナー、5 歳児クラスを担当する保育者が幼保小

の連携に関するセミナーである。 

  

● 印象に残った研修①―ＰＤＣA研修 

 印象に残っている研修として挙げられるのは、

C 県が主催したＰＤＣＡ研修である。 

 この研修では、まず、自分の長所と短所を文章

化してみることで、自分自身を見直すことができ

た。また、日々の保育について計画を立て、それ

を見直したり、立て直したりすることの重要性を

知ることで、自分の保育を振り返るきっかけにも

なった。さらに、外から見た園のあり方、つまり、

地域における園の役割を考えたり、子どもに対し

て多角的な視点をもったりすることなどを学んだ。 

 

● 印象に残った研修②―保育カウンセリング 

C 県の民間保育所協議会主催の保育カウンセリ

ングセミナーも印象に残っている。 

 研修では、鬱病を患った相談者と、その相談相

手、そして二者のやり取りを聞く人との 3 人 1 組

で、ロールプレイを行った。役割を順番にこなす

ことで、相談者をそのまま受け入れることの重要

性を学んだ。これは、子どもに対しても、保護者

に対してもいえることであり、それぞれへの関わ

り方について、改めて考えさせられた。 

 今後も、すぐに現場で役立つようなこうした研

修には積極的に参加したいと思っている。 

 

（２） 園内研修について 

 

● 全員が意識を持って、主体的に取り組む 

 スタートしたばかりの頃は、どんな企画であれ、

誮かが担当してくれればいいとか、自分たちは決

まったことだけをやればいいという感じがあった



92 

 

が、全員がいずれかの研究班に配属が決まり、実

際の研修が進むうちに、他人任せではいけない、

自分の意見を持たなければならないといった意識

が強くなった。 

 ただし、最初は、メンバーが集まるのも時間が

合わずに大変だった。特に土曜出勤に伴う平日の

公休があるため、メンバーがそろわないことがあ

った。そのため、全員が集まれるよう、シフトを

変えてもらったりもした。 

 

● 研究モデル園としての園内研修を経験したとき

の戸惑い 

 研究モデル園という形での園内研修は幼稚園、

保育所時代にはなかったので、最初はかなりとま

どったし、自分の気持ちが追いついていかないよ

うな感じがあった。公開保育なども頻繁にあるわ

けではないので、やはり緊張した。 

 認定前の勉強会としての保育参観では、幼保の

交流保育という日常の様子ではない部分でいろい

ろ批評されることにも抵抗があった。  

 2009（平成 21）年度の「公開保育研究協議

会」の主管園を引き受けることになって、月案、

週日案をみていただくことになったが、はじめは

やはりきついなぁと思った。自分ではこれでいい

と思っていた部分について批評され、それを受け

入れて自分の保育を変えていくという作業はエネ

ルギーを必要としたが、大変勉強になりとても大

事なことだと今は思う。 

 

● 園内研修におけるＯＪＴの難しさ 

 園内には、自分たちより年齢の若い保育者がた

くさんいる。保育に関しては、ある程度のやり方

を伝えたうえで、それぞれに任せている。その結

果を見て、どこが良かったかを丁寧に伝えて、保

育者自身が「自分が変わった」という意識を持て

ることが大切であると感じている。しかし、若手

保育者の保育について、「人に対して意見できるほ

どの立場だろうか」「年上だからというだけで意見

していいのか」と迷うことがある。 

 

● 認定こども園の保育者ならではの課題 

長い間、幼稚園教諭として保育に携わってきた

ので、自分は“幼稚園感覚”が強いと感じる。そ

のため、認定こども園の保育者として保育にあた

ったときに、保育所在籍児の生活や保護者の生活

リズム、子育てに対する思いを受け入れるまでに

戸惑いがあった。ずっと保育士だった人も同じよ

うに“保育園感覚”があるのだと思うが、こうし

て一緒になって3 年過ごすうちにようやくお互い

に「そうなんだな」と思えるようになった。違和

感をおぼえたり、戸惑ったりしたときに、保育者

同士で理解を深めるために話しあっていくことが

大事だと思う。例えば、長時間の保育や土曜日の

保育などを幼稚園では預かり保育として位置づけ

ていて、必要な家庭が利用するが、保育所では、

保育時間だから当然というように、子どもを登園

させて親は遊びにいくという姿が見られると、尐

し違和感があるが、そのことについて話し合って

みると、「尐し家庭で過ごせたらいいのになと思う

子がいる」と同じように感じていることが分かっ

たりする。 

 親の気持ちを受け止めながら、子どもと過ごす

時間を楽しいと感じられるような支援が必要だと

いう点では幼稚園か保育所かの違いはないのだと

思うが、就労している母親と就労していない母親

では、支援のニーズに違いがあるようにも思える

ので、そうした内容の研修を受けたいと思う。 

 

● 午睡の時間を利用し、保育について相談し合う 

 勤務時間内に、互いの保育について保育者同士

が相談し合う時間が確保されているわけではない

が、幼稚園、保育所それぞれでの保育経験を生か

し、悩んだり迷ったりしたときに、尐し話をする

ことはある。例えば、午睡の時間や保育者が帰る

前などにスタッフルームで話し合う。シフト表を

見ながら、14～15 時という時間帯に集中して話
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し合うようにしている。ただ、もっと時間が確保

されているといいと思う。また、口頭ではなく、

文書によって情報を伝達することの重要性も感じ

ている。 

 

５．まとめ 

 

 本園が認定こども園に移行した大きな要因は、

幼稚園は園児減尐や園舎の老朽化、保育所は未満

児保育室の拡充の必要性と、それぞれに課題を抱

えていた２つの保育施設があったということであ

る。そして園庭を共有して幼稚園と保育所が向か

い合っていたことが、認定こども園制度の概要に

一致したということである。 

また、認定こども園への移行に際し、大切な要

素として、C 県の過疎、尐子化に伴う、県内の幼

保のあり方を一から見直すプロジェクトがあげら

れる。こうした行政による丁寧なバックアップ体

制が、幼保一体化を進めていくときの「保育の質

向上」につながっていく。 

 本園の特徴として、保育の質を高めるのに、県

の指導主事が果たした役割の大きさと園長・副園

長・保育者の真摯な活動が挙げられるだろう。認

定こども園への移行にあたって、保育者らは運営

の在り方や、幼保のそれぞれの文化のつきあわせ

ということで、相当の混乱と戸惑いを経験したと

語っている。指導主事が第三者として、幼・保、

それぞれの保育者が抱える不満や考えを聞き、吸

収することで、保育者間に生じる摩擦や衝突を緩

和する役目を担う場面もあったという。副園長の

話からも県から派遣された指導主事が、保育その

ものへの指導にとどまらず、保育者らと深くかか

わり、信頼関係を築いてきたことが、保育者らの

大きな支えとなったことがうかがえた。 

 今後、C 県では D 園以外にも幼保一体化の取り

組みがさらに進んでいくことが予想される。本園

も、認定こども園へ移行して 3 年。今後、園内研

修の充実とともに、園外研修への取り組みもさら

に積極的に行われるだろう。現場の保育者らは試

行錯誤しながら、日々の保育を組み立てており、

時間の経過とともに、こども園としての実績をさ

らに重ねていくものと考えられる。 
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参考資料）認定こども園Dの 2009 年度園外研修参加一覧 

   

研　　修　　名 研　修　内　容 主　　　催

4 月 15 日 平成2１年度園長運営管理協議会Ⅰ 講演・説明,質疑
（　　）県教育庁
幼保推進誯

4 月 30 日 平成2１年度教頭･主任等研修会
説明・質疑応答
講演

（　　）県教育委員会

5 月 19 日
平成2１年度（　　）地区栄養士連絡協議会
第1回栄養士研修会

講演・行政説明
情報交換

（　　）地域振興局
（　　）福祉環境部

6 月 1 日

6 月 2 日

6 月 4 日 平成2１年度第3７回　（　　）県保育研究大会 基調報告・分科会 （　　）県保育協議会

6 月 8 日 私立幼稚園連合会研究班　（　　）班代表者会 資料発表、協議会
（　　）県
私立幼稚園連合会

6 月 12 日

6 月 13 日

7 月 24 日
平成21年
（　　）県私立幼稚園教員研修大会

公開保育・全体会
講演

（　　）県
私立幼稚園連合会

7 月 29 日
平成2１年度
就学前・小学校（　　）地区合同研修会

講話・実践発表・情報交換
グループ協議・演習・実技

（　　）県教育庁
幼保推進誯

7 月 31 日

8 月 1 日

8 月 5 日

8 月 7 日

8 月 5 日 平成21年度　預かり保育・延長保育研修会 講義・演習・講演
（　　）県教育庁
幼保推進誯

8 月 25 日

8 月 26 日

9 月 9 日 発達障害支援者研修会 講演・グループ討議
（　　）県民間保育所
協議会

9 月 18 日 平成2１年度乳幼児(0～2歳児)保育研修会 講義Ⅰ．Ⅱ
（　　）県民間保育所
協議会

9 月 29 日
平成2１年度（　　）地区栄養士連絡協議会
第２回栄養士研修会

講話・施設見学・情報
交換

（　　）地域振興局
（　　）福祉環境部

10 月 14 日
私立幼稚園県北地区研究班（　　）班
公開保育、協議会

公開保育・研究協議
（　　）県
私立幼稚園連合会

10 月 16 日 平成21年度（　　）地区施設長研修会
施設見学・情報提供
講話

（　　）地区
保育協議会

11 月 6 日 （　　）県保育実践研究会 実践研究集会・分科会 （　　）県保育士会

11 月 7 日 子育てを語る集い 講演・語り合い
（　　）地区
保育協議会

11 月 18 日

11 月 19 日

11 月 27 日 新任保育士研修会 講義Ⅰ・Ⅱ （　　）県保育協議会

12 月 22 日 運動遊び実技研修会 実技 （　　）市民部福祉誯

2 月 8 日 保育要録勉強会 説明・実線 （　　）市健康福祉部

2 月 10 日
私立幼稚園県（　　）地区研究班
（　　）班研修会

講演・実技交流会
（　　）県
私立幼稚園連合会

2 月 27 日

2 月 28 日
～ 全国認定こども園トップセミナー・好事例報告会

講演・シンポジウム
懇親会

全国
認定こども園協会

講演Ⅰ,Ⅱ
グループ活動

（　　）保育連盟
（　　）部会

～ 第２９回全国私立保育園連盟青年会議
分科会・情報交換
情勢報告・記念講演

全国私立保育園連盟

～

～

～

平成21年度　保育技術協議会

２００９年度園外研修参加一覧

（　　）県民間保育所
協議会

２００９年度　夏期保育者研修会

平成21年度　第12回
保育カウンセリングセミナー

カウンセリング講座
グループ討議・実技

日時

講義・演習・情報交換
（　　）県教育庁
幼保推進誯

～

（　　）保育連盟
（　　）部会

全国
認定こども園協会

～
200９年度（　　）保育連盟（　　）部会
総会及び園長・主任研修会

総会・講演・役員会
発題交わり

全国認定こども園トップセミナー
講演・懇談会意見、
情報交換・懇親会


